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研究者
情報分析の目的に応じて、目的物質の濃縮や

妨害物質の分離などの操作も自動化でき
るよう、装置の一層の高度化と、分析感度
の向上を図るべく、試作を進めています。

環境、工業、食品、医療など様々な分野で、物質の中に含まれる
多様な成分の濃度を測定します。低濃度まで正確に測定できる
分析装置は一般に高価で、操作に熟練が必要とされることもあ
ります。そこで安価、小型で、取り扱いが簡単な分析装置を開発
し、分析に掛かる手間と費用の低減を目指しています。

物質と試薬を反応させ、発色させて色の濃さから濃度を測定す
る分析法や、蛍光強度を測定する方法は簡便に様々な物質を
測定できます。装置の光源に発光ダイオード (LED) を用いるこ
とで小型化が可能で、さらに、試料と試薬溶液を別々に送液し、
チューブ内で反応させる流れ分析法を組合せ、分析操作の簡便
化を図っています。 試作した簡易型流れ分析装置。送液には小指サイズのマイクロリングポンプ

を、反応溶液を加熱するためのヒーターにはハロゲンランプを、反応溶液の色の
濃さを検出する吸光度検出器の光源にはLEDを用いています。

発光ダイオードと小型ポンプを用いる
簡易な流れ分析装置の開発
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